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《 北米産大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１月１５日発表した、１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測によれば、ブ

ラジルなどの増産を反映し、生産量は前回比０.１％増の３億４，８５７万トンとなりました。 

需要量の減少により、期末在庫は前回比０.３％増の９，８５７万トンと上方修正となって

います。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付・収穫面積が前回から減少し

たことに加え、単収が低下したことから生産量は前回比０．９％減となりました。 

国内での搾油需要が増えたことで需要量は増加しましたが、輸出量が前回比１．８％減とな

ったことから在庫率が前回比０.７％増の１１.１％に上昇しています。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，８５７万ｔ （対前年比     ０.８％減） 

消 費 量 ３億４，４４７万ｔ （対前年比     ４.４％増） 

期末在庫量 ９，８５７万ｔ   （対前年比     ２.２％増） 

期末在庫率 ２８.６％      （対前年度差 ０.６ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,９５２万ｔ （対前年比     ２.２％増） 

消 費 量 ５，６８３万ｔ   （対前年比     ２.４％増） 

輸 出 量 ５，８７９万ｔ   （対前年比     ０.６％減） 

期末在庫量 １，２７９万ｔ   （対前年比    ５５.８％増） 

期末在庫率 １１.１％     （対前年度差 ３.９ポイント増） 

 

 

〇中国貿易統計、輸出入共に前年比増加、大豆輸入は過去最高 

 中国税関総署がこのほど発表した２０１７年通年の貿易統計によると、輸出は前年比８％増

の約２５１兆円、輸入は同１６％増の約１２５兆円でした。大豆の輸入が前年比１３．９％増

加するなど大豆需要も依然として旺盛のため、今年も中国経済の動向が世界の大豆価格を左右

していきそうです。  



        かわら版     １月号－ 

三倉産業株式会社 
仙台市若林区卸町 1－4－7   TEL 022-232-6151 

URL:http://www.mitk.co.jp/mitukura     E-mail:  mitk@mitk.co.jp 

＜＜ 「豆」がメロディーを奏でると「豊」という字ができます ＞＞ 

 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 平成２９年産国産大豆で初めてとなる１２月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表さ

れました。 

それによると、上場数量３，８８３トンで、落札数量が９２１トン、落札率は２４％という

結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，４７３円となり、２８年産の入札終盤と

比較すると、６０ｋｇ／５００円近く下落しました。 

また２９年産から試験導入された播種前入札平均価格９，３１９円からは８００円近く下落

しました。 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり８，５２９円、スズマル９，０１０円、青森おお

すず８，３５０円、山形リュウホウ８，９１０円、エンレイ８，４４０円、新潟里のほほえみ

８，２６０円、富山エンレイ８，６００円となりました。 

 ２９年産は当初の生産計画から、１万トン近い減産見通しとなっていますが、それでも１９

万トン近い集荷見込となっているため十分な供給量だと思われます。そのため通常であれば１

万トン近い減産はインパクトがありますが、落札価格を上げる要因としては弱いと考えられた

のではないでしょうか。ただ東北産大豆の品質を懸念する声も多く、品種によっては上位等級

の確保が難しくなることも予想されるため、今後の入札動向が注目されます。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １７年 １２月   ３，８８３ｔ     ９２１ｔ     ２４％  

                                                 

    合 計    ３，８８３ｔ     ９２１ｔ     ２４％ 

 

 

〇山形県納豆組合、お正月の風物詩 山形初市に出店 

 1 月１０日（水）に山形初市が開催され、山形県納豆組合様が出店されました。山形初市は 

約４００年の歴史を持つお正月の風物詩で、当日は小雪が舞うあいにくの天気にも拘わらず多

くの人が訪れました。出店予定時間１７時まででしたが、開店 1時間で用意していた県内メー

カーの納豆詰め合わせ２００セットが完売し大盛況でした。 

 


